
   

         

令和７年１１月５日 

 

件名 かみつけの里博物館第３３回特別展「はにわ馬-古墳時代、最先端の乗り物をどう造

形したのか。」を開催します                                  

 

〇高崎市内で出土の馬形埴輪が大集合！ 

   ＊そのうち東京国立博物館と名古屋市立博物館の所蔵品は、高崎へ里帰り出品です。 

 

令和８年は、十二支の「午」年。「群馬」という県名の由来は、古墳時代に馬の生産が盛

んな地域であったことに由来するとの学説もあります。高崎市内でも、５世紀から６世紀

に築造された古墳に馬形埴輪を設置することが多く、馬具装着した飾り馬や裸馬などが造

形されています。市内出土の馬形埴輪を題材に、馬と人との関わりを視点とし、古墳時代

の高崎市地域を掘り下げてみたいと思います。あわせて、馬形埴輪の近くから出土する、

馬を曳く人の埴輪７体も展示します。 

 
 

【企画展の概要】 

１ 名  称：第３３回特別展「はにわ馬-古墳時代、最先端の乗り物をどう造形したのか。」 

 

２ 会  期：令和７年１２月６日（土）～令和８年２月２３日（月・祝） 

 

３ 場  所：かみつけの里博物館 企画展示室 

住所：高崎市井出町１５１４番地 

 

４ 関連行事： 

（１）講演会（定員７０名） 

  ・演題「馬形埴輪を考える－高崎市内出土品を中心として」 

  ・講師 斉藤直樹氏（藤岡市教育委員会） 

  ・日時 令和８年２月８日（日曜日）午後１時３０分～ 約２時間 

  ・会場 博物館研修室 

   ＊事前申し込みが必要 受付は令和８年２月２日（月）午前９時３０分から電話で

受け付けます。（先着順） 

  ・参加費 なし（別途入館料が必要） 

 

 （２）学芸員による展示解説 

  ・日時 令和８年２月７日（土）、２月１４日（土）午後１時３０分～ 約３０分 

  ・場所 博物館企画展示室 

  ・参加費 なし（別途入館料が必要） 

PRESS RELEASE 報道機関配布資料 



【本件に関する問い合わせ】    
教育部文化財保護課かみつけの里博物館 
電話： ０２７-３７３-８８８０ 
 

 

５ 開館時間：午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで） 

 

６ 休館日：毎週火曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始(１２月２８日～１月４日) 

 

７ 観覧料：大人２００円（１６０円） 学生１００円（８０円） 

＊中学生以下、６５歳以上と、障害者手帳をお持ちの方とその介護者 1名は無

料 

 






